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●
職

彙
幸
仕

姜
員

会
口
告
	

南
木
	
哲

雄
委

員
長

O
昨

年
1
0
月

に
予
定

し
て
お

り
ま

し
た
職

場
訪

間
を
諾
般

の
事
情

に
よ

り
実

施
出
来

ま
せ

ん
で

し
た
。

o
毎

年
行

っ
て

い
る
健
康

診
断

を
4
月

9
日

に
行

い
.
2
2
名

の
方

が
受

診
さ
れ

ま
し
た
。

O
文

献
に

よ
り
ま
す

と
、

職
業

奉
仕

と
は

ロ
ー

タ
リ
ア

ン
以

外
の

人
達

に
ロ
ー

タ
リ
ー

の
心

を
解

っ
て

い
た

だ
く
事

だ
と
書

か
れ

て
お

り
ま
す

。

(
中
略

)
つ

ま
り
、

自
か

ら
の
職

業
を
通

じ
て
、

地
域

社
会

の
人

々
や

世
界
の

人
々

と
の
間

に
善
意

と

友
情

あ
ふ
れ

た
環

境
を
作

ろ
う

と
い

う
の
が
、
ロ
ー

タ
リ
ー

の
職

業
奉
仕

と
解

釈
さ
れ

て
お

り
ま
す
。

◎
4
月

2
3
日

出
席
報
告

会
	
	
	

員
4
9
名

出
席

率
対

象
会

員
4
7
名

出
席

規
定

免
除

会
員

出
席

率
規

定
免

除
会

員
1
名

当
	

日
	

出
	

席
3
2
名

当
	

日
	

欠
	

席

他
ク

ラ
ブ

出
席

山
	
	

態
	
	
A
	
	

■
●

1
」
	
	
	
	
力
1
,
	
	
	
	
	「

	
	
	
	
	
口

I
3
7
名

出
席

率
7
8
.
7
2
%

。
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
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ビ
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(
例
会
移
動
案
内
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0
3
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国
際
□
―
タ

リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
・

ラ
タ
ク
ル

小
笠
原
	
子

会
長
テ
ー
マ
	
『

仲
間

を
増
や

し
□
―
タ

リ
ー
を
広
め
よ

う
.
′
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ク
ラ
ブ
美
学
会
委
員
長
	
石
襦
輝

大
会
員

と
奨
学
生
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1
9
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例
会
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第
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1
詈

5
月

1
4
日

(
水

)

「
函
館

ゆ
か

り
の
作

家
達
」

函
館
市
文
学
館
説
明
委
員
	

古
田
千
代

子
氏

☆会
長
	
小
笠
原

孝
	
	
★幹

事
	
増
田
定
雄

例会場
1
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国
際
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函
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北
ロ
ー
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リ
ー
ク
ラ
ブ
会
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H
a
k
o
d
a
t
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r
t
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R
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C
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本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
回
・

5
月

2
:
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

函
館

国
際

ホ
テ

ル
	
7
時

慈
愛
の
種

を
播
き
ま
し
ょ
う

(
会
報
担

当
キ

:
佐

々
木
公

和
委
員

)

ヽ
″
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e
e
k
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R
e
p
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r
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2
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1
5
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朝
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会
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4
月

2
3
日

の
記

録

◎
司
	
	

会
	

小
笠

原
	

孝
会

長
◎

斉
	
	

唱
	

そ
れ

で
こ
そ

ロ
ー

タ
リ
ー

◎
ゲ

ス
	
ト	

函
館
市
役
所
企
画
部
参
事
	
川
越
	
英
雄

氏

◎
ビ
ジ
タ

ー
	

函
館

東
R
.
C
.
明

本
修

―
―君

・
中

山
浩

―
君

、
函
館

亀
田
R
.
C
出

戸
秀

光
君

◎
会
長
報
告
	
小
笠
原
	
孝

会
長

〇
和

歌
山
城
南
R
.
C
.
よ

り
創
立

1
5
周

年
記
念
例
会

式
典

の
お
礼
状

が
届

い
て
お

り
ま
す
。

0
4
月

1
9
日

に
開
催

さ
れ

た
1
0
・

1
1
グ

ル
ー
プ
会
長
幹
事

会
の
報
告

◎
委
員
会
報
告

●
会
長
エ

レ
ク

ト
報
告
	
北
村
	
祐
治

副
会
長

地
区
協
議
会
の
報
告

出
席
者
	
2
0
0
3
-
0
1
年

度
会
長
・

幹
事
・

ク
ラ
ブ
奉
仕
・
職
業
奉
仕
・

社
会
奉
仕
・
国
際
奉
仕
・

新
世
代

教
育
の
各
委
員
長
予
定

者

C
2
0
0
2
-
2
0
0
3
年

度
	
	
R
1
2
5
:
0
地

区
地
区
協
議
会

2
0
0
3
年

4
月

1
9
H

千
歳

市
市

民
文

化
セ

ン
タ
ー

R
I
	
T
h
e
m
O
	

―
L
e
n
d
	
a
	
H
a
n
d
―

手
を
貸
そ
う

2
0
0
4
-
0
5
年

度
ガ
バ

ナ
ー

佐
藤
	

秀
雄
	
(
千

歳
ロ
ー

タ
リ
ー

ク
ラ
ブ

(
1
9
8
0
.
7
入

会
)
)

公
式
訪

問
	
2
0
0
3
.
7
.
5
	
ホ
テ
ル

オ
ー

ク
ラ

ン
ド
	
1
7
:
3
0
よ

り
道

南
1
1
ク

ラ
ブ
合

同
に
て
行

う
。

O
地

区
の

運
営

目
標
	

ク
ラ
ブ
運

営
の

目
標

*
情

報
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
作

り

地
区
ガ

バ
ナ
ー

、
ク

ラ
ブ
、
ガ

バ
ナ
ー
補

佐
、

及
び
地

区
委

員
会

の
相

互
の
関

連
活
動

を
明
確

に
す

る
た

め
に

当
該

年
度

の
連
絡

交
信

の
た

め
に
情
報

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
作

り
に
専

心
し
た

い
。

1
.
1
.
C
.
委

員
会
の
支
援
に
よ
り

①
	
地
区
と
R
I
の
情
報
ネ
ッ
ト ワ ー

ク

②
	
地
区
と
7
2
ク
ラブ

の情報
ネ
ッ
トワ ー

ク

マ
ッ
チ

ン
グ
・

グ
ラ

ン
ト

ク
ラ

ブ
戌

い
は

地
区

世
界

社
会

奉
仕

委
員

会
(
■
.
c
.
s
)

ブ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
国

の
ク

ラ
ブ

或
い
は

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
日

の
地

区
ガ

バ
ナ
ー

と
連

絡

ク
ラ
ブ
は

ロ
ー

タ
リ
ー
財

団
委

員
長
へ
完

了
報
告
書
の
提

出

財
団
委

員
長

は
ロ
ー

タ
リ
ー

財
団

へ
完

了
報

告
書
提

出

地
区
補
助

金
小
委

員
会

で
報

告

書
の

コ
ピ
ー

や
資
料

を
保
存

V

◎
幹

事
報

告
	

増
田
	

定
雄

幹
事

和
歌

山
城

南
R
.
C
.
よ

り
会
報

が
届

い
て
お

り
ま
す

の
で

回
覧
致

し
ま
す
。

当
ク

ラ
ブ
次

週
の
例

会
は

自
主

体
会

に
変

更
で

す
。

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
崎
野
	
浩
志

委
員

ニ
コ
ニ

コ
B
O
X
投

入
報
告

小
笠
原

会
長
・
増

田
幹
事

。
田
畑
会
員
・
新
	
会
員
・
佐

々
木
会

員
・
数
下
会
員
・

西
尾
会
員
・

大
谷
会
員

…
…
ニ

コ
ニ

コ
B
O
X
。

成
田
会

員
…
…
お
久

し
ぶ

り
で
す
。

◎
卓
話
	
「
市
町
村
合
併

問
題

に
つ

い
て
」

函
館

市
役
所
企

画
部
参
事
	
川
越
	
秀
雄

氏

◆
市

町
村
合
併
の
歴
史

的
経
過

明
治

の
人
合
併
、
昭
和

の
大

合
併

の
2
つ

の
大

き
な
合
併
が

あ
り
ま

し
た
。

明
治

2
1
年

7
1
,
3
1
4
存

在
し
て

い
た
市
町
村

が
1
5
,
8
5
9
に

な
り
自
治
体

創
設

を
日
指

し
ま

し
た
。

昭
和

3
1
年

の
新
市
町
村
建
設
特
例
法
に

よ
り
昭
和

2
8
年

に
9
,
8
6
8
存

在
し
て

い
た
市
町
村

が
昭
和

8
6
年

に
3
.
4
7
2
に

減
少

し
市
町
村

数
は
ほ
ぼ

3
分

の
一

に
な

り
ま

し
た
。

平
成

1
5
年

4
月

現
在

は
3
,
1
9
0
と

な
っ
て
お

り
ま
す
。

◆
今

な
ぜ

市
町
村
合
併

が
必
要

か
'

国
と
地
方

の
行
政
改
革
の
必
要
性

と
地
方
分
権

の
推
進

と
い

う
大

き
な

2
つ

の
流
れ

の
中
で
市
町
村

合
併

が
あ

り
ま
す
。

◆
合

併
に
よ
る
メ

リ
ッ

ト
、
デ

メ
リ
ッ

ト

行
財
政

の
効

率
化
、
住
民
の
利
便
性

の
向
上
、
広
域
的
観
点

に
た

っ
た
町
作

り
施
策
展

開
な

ど
の

メ

リ
ッ

ト
が

あ
り
ま
す
。

逆
に
役
場

が
遠

く
な

り
、
今

ま
で

よ
り
不
便

に
な

ら
な

い
か

中
心
部
だ

け
良

く
な

り
、
周
辺
部

は
さ
び
れ

な
い
か

住
民
の
声
が
届

き
に

く
く
な

り
、
サ
ー

ビ
ス
の

き
め
細

か
さ
が
失
わ
れ

な
い
か

地
域

の
歴

史
、
文
化

、
伝
統

が
失
わ
れ

な
い
か

財
政
状
況

に
差

の
あ

る
市
町
村

の
合
併
で
は
、
財
政
状

況
の
良

い
市
町
村

に
不
利

に
な

ら
な

い
か

住
民
サ
ー
ビス

や
負
担
が
変
わ
らな

い
か
?
	
が
デ
メ
リ
ッ
ト と

し て
あ
げ
ら れ

る。

V

V
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地
区

世
界

社
会

奉
仕

委
員
会

は
ク

ラ
プ

の
中
請

書
作

成
の

手
助

け
を
す

る

地
区
ガ

バ
ナ

ー
地

区
補

助
金

小
委

員
長

D
D
F
使

う
な

ら
財

団
委

員
長

地
区
補

助
金

小
委

員
会

で
書

類
審

査

R
I
財

団
へ

提
出

し

審
査

承
認

後

プ
ロ
グ

ラ
ム

着
手


